
JP 4209832 B2 2009.1.14

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤色電界発光素子と，
　緑色電界発光素子と，
　青色電界発光素子と，
　データ信号を伝達する１つのスイッチングトランジスタと，
　一端が電源ラインに接続され，他端が前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，
及び前記青色電界発光素子に共通接続され，制御端が前記スイッチングトランジスタに接
続され，前記データ信号によってオン／オフ制御される駆動トランジスタと，
　前記データ信号を貯蔵する貯蔵素子と，
　前記駆動トランジスタと，前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青
色電界発光素子との間に２つずつ配置され，２つの発光制御信号によりオン／オフ制御さ
れる６つのトランジスタと，
を具備し，
　前記６つのトランジスタは，前記２つの発光制御信号が選択的に供給されることにより
，オン／オフ制御されて，前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色
電界発光素子を順に発光させることを特徴とする，表示装置のピクセル回路。
【請求項２】
　前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子は，一つの
フレームを構成する複数のサブフレームそれぞれにおいて，順に駆動されることを特徴と
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する，請求項１に記載の表示装置のピクセル回路。
【請求項３】
　前記複数のサブフレームのうちいずれかのサブフレームでは，前記赤色電界発光素子，
前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子のうちの少なくとも二つが駆動される
ことを特徴とする，請求項２に記載の表示装置のピクセル回路。
【請求項４】
　前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子の各発光時
間を調節して，全体のホワイトバランスを調節することを特徴とする，請求項１～３のい
ずれかに記載の表示装置のピクセル回路。
【請求項５】
　前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子の各第１電
極は，前記駆動トランジスタに共通接続され，前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光
素子，及び前記青色電界発光素子の第２電極は，接地されることを特徴とする，請求項１
～４のいずれかに記載の表示装置のピクセル回路。
【請求項６】
　前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子は，ストラ
イプタイプまたはデルタタイプで配列されることを特徴とする，請求項１～５のいずれか
に記載の表示装置のピクセル回路。
【請求項７】
　赤色電界発光素子と，
　緑色電界発光素子と，
　青色電界発光素子と，
　前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子が共通接続
され，前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子に電源
を供給して前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子を
駆動する駆動手段と，
　前記駆動手段と前記赤色発光素子との間に配置され前記駆動手段が出力する駆動電流を
前記第１発光制御信号と前記第２発光制御信号に応じて前記赤色電界発光素子に与える第
１制御手段と，前記駆動手段と前記緑色発光素子との間に配置され前記駆動手段が出力す
る駆動電流を前記第１発光制御信号と前記第２発光制御信号に応じて前記緑色電界発光素
子に与える第２制御手段と，前記駆動手段と前記青色発光素子との間に配置され前記駆動
手段が出力する駆動電流を前記第１発光制御信号と前記第２発光制御信号に応じて前記青
色電界発光素子に与える第３制御手段と，を有し，前記第１発光制御信号と前記第２発光
制御信号によって前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光
素子の駆動を順に制御する制御手段と，
を含むことを特徴とする，表示装置のピクセル回路。
【請求項８】
　前記第１制御手段は，前記駆動手段と前記赤色電界発光素子との間に直列に接続され，
前記第１発光制御信号と前記第２発光制御信号によってオン／オフ制御される少なくとも
２つのトランジスタで構成され，
　前記第２制御手段は，前記駆動手段と前記緑色電界発光素子との間に直列に接続され，
前記第１発光制御信号と前記第２発光制御信号によってオン／オフ制御される少なくとも
２つのトランジスタで構成され，
　前記第３制御手段は，前記駆動手段と前記青色電界発光素子との間に直列に接続され，
前記第１発光制御信号と前記第２発光制御信号によってオン／オフ制御される少なくとも
２つのトランジスタで構成されたことを特徴とする，請求項７に記載の発光表示装置のピ
クセル回路。
【請求項９】
　前記駆動手段は，
　データ信号をスイッチングする１つのスイッチングトランジスタと，
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　一端が電源ラインに接続され，他端が前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，
及び前記青色電界発光素子に共通接続され，制御端が前記スイッチングトランジスタに接
続され，前記データ信号に対応する駆動電流を前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光
素子，及び前記青色電界発光素子に供給する１つの駆動トランジスタと，
　前記データ信号を貯蔵するキャパシタと，
を含むことを特徴とする，請求項７または８に記載の表示装置のピクセル回路。
【請求項１０】
　前記駆動トランジスタとキャパシタには，共通の電源ラインを通じて同一の電源電圧が
供給される，または，個別の電源ラインを通じて同一若しくは別個の電源電圧が供給され
ることを特徴とする，請求項７～８のいずれかに記載の表示装置のピクセル回路。
【請求項１１】
　前記第１発光制御信号と前記第２発光制御信号のアクティブオン時間を調整することに
よって，全体のホワイトバランスを調節することを特徴とする，請求項７～１０のいずれ
かに記載の発光表示装置のピクセル回路。
【請求項１２】
　前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子は，ストラ
イプタイプまたはデルタタイプで配列されることを特徴とする，請求項７～１１のいずれ
かに記載の表示装置のピクセル回路。
【請求項１３】
　制御端がゲートラインに接続され，第１電源端がデータラインに接続された第１トラン
ジスタと，
　制御端が前記第１トランジスタの第２電源端に接続され，第１電源端が電源ラインに接
続された第２トランジスタと，
　前記第２トランジスタの制御端と前記電源ラインとの間に接続されたキャパシタと，
　第１電源端が前記第２トランジスタの第２電源端に接続され，制御端が第１発光制御信
号の伝送ラインに接続された第３トランジスタと，
　第１電源端が前記第３トランジスタの第２電源端に接続され，制御端が第２発光制御信
号の伝送ラインに接続された第４トランジスタと，
　第１電源端が前記第２トランジスタの第２電源端に接続され，制御端が第１発光制御信
号の伝送ラインに接続された第５トランジスタと，
　第１電源端が前記第５トランジスタの第２電源端に接続され，制御端が第２発光制御信
号の伝送ラインに接続された第６トランジスタと，
　第１電源端が前記第２トランジスタの第２電源端に接続され，制御端が第１発光制御信
号の伝送ラインに接続された第７トランジスタと，
　第１電源端が前記第７トランジスタの第２電源端に接続され，制御端が第２発光制御信
号の伝送ラインに接続された第８トランジスタと，
　第１電極が前記第４トランジスタの第２電源端に接続され，第２電極が接地された赤色
電界発光素子と，
　第１電極が前記第６トランジスタの第２電源端に接続され，第２電極が接地された緑色
電界発光素子と，
　第１電極が前記第８トランジスタの第２電源端に接続され，第２電極が接地された青色
電界発光素子と，
を含むことを特徴とする，表示装置のピクセル回路。
【請求項１４】
　複数のゲートラインと，
　複数のデータラインと，
　複数の電源ラインと，
　前記複数のゲートライン，前記複数のデータライン，及び前記複数の電源ラインのうち
，対応する一つのゲートライン，データライン，及び電源ラインに接続される複数の画素
と，
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を含み，
　前記各画素は，
　制御端が前記ゲートラインに接続され，第１電源端が前記データラインに接続された第
１トランジスタと，
　制御端が前記第１トランジスタの第２電源端に接続され，第１電源端が電源ラインに接
続された第２トランジスタと，
　前記第２トランジスタの制御端と前記電源ラインとの間に接続されたキャパシタと，
　第１電源端が前記第２トランジスタの第２電源端に接続され，制御端が第１発光制御信
号の伝送ラインに接続された第３トランジスタと，
　第１電源端が前記第３トランジスタの第２電源端に接続され，制御端が第２発光制御信
号の伝送ラインに接続された第４トランジスタと，
　第１電源端が前記第２薄膜トランジスタの第２電源端に接続され，制御端が第１発光制
御信号の伝送ラインに接続された第５トランジスタと，
　第１電源端が前記第５トランジスタの第２電源端に接続され，制御端が第２発光制御信
号の伝送ラインに接続された第６トランジスタと，
　第１電源端が前記第２トランジスタの第２電源端に接続され，制御端が第１発光制御信
号の伝送ラインに接続された第７トランジスタと，
　第１電源端が前記第７トランジスタの第２電源端に接続され，制御端が第２発光制御信
号の伝送ラインに接続された第８トランジスタと，
　第１電極が前記第４トランジスタの第２電源端に接続され，第２電極が接地された赤色
電界発光素子と，
　第１電極が前記第６トランジスタの第２電源端に接続され，第２電極が接地された緑色
電界発光素子と，
　第１電極が前記第８トランジスタの第２電源端に接続され，第２電極が接地された青色
電界発光素子と，
を含むことを特徴とする，表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，表示装置のピクセル回路，表示装置，及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近，携帯用情報機器には，軽量，薄型などの特性に優れた液晶表示装置（ＬＣＤ）や
有機電界発光表示装置（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄ
ｉｏｄｅ）などがよく使用されている。有機電界発光表示装置は，液晶表示装置に比べて
輝度特性及び視野角特性が優れているため次世代平板表示装置として注目を浴びている。
【０００３】
　通常，アクティブマトリクス有機電界発光表示装置において，一つの画素は，Ｒ，Ｇ，
Ｂ単位画素で構成されており，各Ｒ，Ｇ，Ｂ単位画素は，ＥＬ素子を有する。各ＥＬ素子
は，アノード電極とカソード電極との間に各Ｒ，Ｇ，Ｂ有機発光層を備えている。そして
，アノード電極とカソード電極に印加される電圧により，Ｒ，Ｇ，Ｂ有機発光層から光が
出射される。
【０００４】
　図１は，従来のアクティブマトリクス有機電界発光表示装置１０の構成を示している。
【０００５】
　従来のアクティブマトリクス有機電界発光表示装置１０は，画素部１００，ゲートライ
ン駆動回路１１０，データライン駆動回路１２０，及び制御部（図示せず）を備える。画
素部１００は，ゲートライン駆動回路１１０からスキャン信号Ｓ１～Ｓｍが提供される多
数のゲートライン１１１～１１ｍと，データライン駆動回路１２０からデータ信号ＤＲ１
，ＤＧ１，ＤＢ１，…，ＤＲｎ，ＤＧｎ，ＤＢｎを提供するための多数のデータライン１
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２１～１２ｎ，及び電源電圧ＶＤＤ１～ＶＤＤｎを提供する多数の電源ライン１３１～１
３ｎを備える。
【０００６】
　画素部１００には，多数のゲートライン１１１～１１ｍ，多数のデータライン１２１～
１２ｎ，及び多数の電源ライン１３１～１３ｎに連結される多数の画素Ｐ１１～Ｐｍｎが
マトリクス形態で配列されている。各画素Ｐ１１～Ｐｍｎは，三つの単位画素，つまりＲ
，Ｇ，Ｂ単位画素ＰＲ１１，ＰＧ１１，ＰＢ１１，…，ＰＲｍｎ，ＰＧｍｎ，ＰＢｍｎで
構成されており，多数のゲートライン，データライン，及び電源供給ラインのうち，対応
する一つのゲートライン，データライン，及び電源供給ラインにそれぞれ接続されている
。
【０００７】
　例えば，画素Ｐ１１は，Ｒ単位画素ＰＲ１１，Ｇ単位画素ＰＧ１１，Ｂ単位画素ＰＢ１
１を備え，多数のゲートライン１１１～１１ｍの中の第１スキャン信号Ｓ１を提供する第
１ゲートライン１１１，多数のデータライン１２１～１２ｎの中の第１データライン１２
１，そして多数の電源ライン１３１～１３ｎの中の第１電源ライン１３１に接続されてい
る。
【０００８】
　すなわち，画素Ｐ１１に備えられたＲ単位画素ＰＲ１１は，第１ゲートライン１１１と
，第１データライン１２１の中のＲデータ信号ＤＲ１が提供されるＲデータライン１２１
Ｒ，及び第１電源ライン１３１の中のＲ電源ライン１３１Ｒに接続されている。また，画
素Ｐ１１に備えられたＧ単位画素ＰＧ１１は，第１ゲートライン１１１と，第１データラ
イン１２１の中のＧデータ信号ＤＧ１が提供されるＧデータライン１２１Ｇ，及び第１電
源ライン１３１の中のＧ電源ライン１３１Ｇに接続されている。また，画素Ｐ１１に備え
られたＢ単位画素ＰＢ１１は，第１ゲートライン１１１と，第１データライン１２１の中
のＢデータ信号ＤＢ１が提供されるＢデータライン１２１Ｂ，及び第１電源ライン１３１
の中のＢ電源ライン１３１Ｂに接続されている。
【０００９】
　図２は，従来の有機電界発光表示装置１０が備えるピクセル回路を示したものである。
このピクセル回路とは，図１に示したＲ，Ｇ，Ｂ単位画素で構成される一つの画素Ｐ１１
の回路に対応するものである。
【００１０】
　画素Ｐ１１を構成するＲ，Ｇ，Ｂ単位画素ＰＲ１１，ＰＧ１１，ＰＢ１１のうち，Ｒ単
位画素ＰＲ１１は，第１ゲートライン１１１から印加されるスキャン信号Ｓ１がゲートに
提供され，ソースにＲデータライン１２１Ｒからデータ信号ＤＲ１が提供されるスイッチ
ングトランジスタＭ１＿Ｒと，このスイッチングトランジスタＭ１＿Ｒのドレインにゲー
トが接続され，ソースに電源ライン１３１Ｒから電源電圧ＶＤＤ１が提供される駆動トラ
ンジスタＭ２＿Ｒと，この駆動トランジスタＭ２＿Ｒのゲートとソースに接続されたキャ
パシタＣ１＿Ｒと，駆動トランジスタＭ２＿Ｒのドレインにアノードが接続され，カソー
ドが接地電圧ＶＳＳに接続されたＲ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒで構成される。
【００１１】
　また，画素Ｐ１１を構成するＧ単位画素ＰＧ１１は，第１ゲートライン１１１から印加
されるスキャン信号Ｓ１がゲートに提供され，ソースにＧデータライン１２１Ｇからデー
タ信号ＤＧ１が提供されるスイッチングトランジスタＭ１＿Ｇと，このスイッチングトラ
ンジスタＭ１＿Ｇのドレインにゲートが連結され，ソースに電源ライン１３１Ｇから電源
電圧ＶＤＤ１が提供される駆動トランジスタＭ２＿Ｇと，この駆動トランジスタＭ２＿Ｇ
のゲートとソースに連結されたキャパシタＣ１＿Ｇと，駆動トランジスタＭ２＿Ｇのドレ
インにアノードが連結され，カソードが接地電圧ＶＳＳに連結されたＧ－ＥＬ素子ＥＬ１
＿Ｇで構成される。
【００１２】
　また，画素Ｐ１１を構成するＢ単位画素ＰＢ１１は，第１ゲートライン１１１から印加
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されるスキャン信号Ｓ１がゲートに提供され，ソースにＢデータライン１２１Ｂからデー
タ信号ＤＢ１が提供されるスイッチングトランジスタＭ１＿Ｂと，このスイッチングトラ
ンジスタＭ１＿Ｂのドレインにゲートが連結され，ソースに電源ライン１３１Ｂから電源
電圧ＶＤＤ１が提供される駆動トランジスタＭ２＿Ｂと，この駆動トランジスタＭ２＿Ｂ
のゲートとソースに連結されたキャパシタＣ１＿Ｂと，駆動トランジスタＭ２＿Ｂのドレ
インにアノードが連結され，カソードが接地電圧ＶＳＳに連結されたＢ－ＥＬ素子ＥＬ１
＿Ｂで構成される。
【００１３】
　このピクセル回路の動作は次の通りである。ゲートライン１１１にスキャン信号Ｓ１が
印加されると，画素Ｐ１１を構成するＲ，Ｇ，Ｂ単位画素のスイッチングトランジスタＭ
１＿Ｒ，Ｍ１＿Ｇ，Ｍ１＿Ｂが駆動し，Ｒ，Ｇ，Ｂデータライン１２１Ｒ，１２１Ｇ，１
２１ＢからＲ，Ｇ，ＢデータＤＲ１，ＤＧ１，ＤＢ１が駆動トランジスタＭ２＿Ｒ，Ｍ２
＿Ｇ，Ｍ２＿Ｂのゲートにそれぞれ入力される。
【００１４】
　駆動トランジスタＭ２＿Ｒ，Ｍ２＿Ｇ，Ｍ２＿Ｂは，ゲートに印加されるデータ信号Ｄ
Ｒ１，ＤＧ１，ＤＢ１とＲ，Ｇ，Ｂ電源ライン１３１Ｒ，１３１Ｇ，１３１Ｂからそれぞ
れ提供される電源電圧ＶＤＤ１との差に相応する駆動電流をＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒ，ＥＬ１
＿Ｇ，ＥＬ１＿Ｂに提供する。各ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒ，ＥＬ１＿Ｇ，ＥＬ１＿Ｂは，駆動
トランジスタＭ２＿Ｒ，Ｍ２＿Ｇ，Ｍ２＿Ｂを通って印加される駆動電流により動作する
。このようにして画素Ｐ１１が駆動する。キャパシタＣ１＿Ｒ，Ｃ１＿Ｇ，Ｃ１＿Ｂは，
各Ｒ，Ｇ，Ｂデータライン１２１Ｒ，１２１Ｇ，１２１Ｂに入力されたデータ信号ＤＲ１
，ＤＧ１，ＤＢ１を貯蔵するための手段である。
【００１５】
　次に，以上のような構成を有する従来の有機電界発光表示装置１０の動作を，図３の駆
動波形図を参照しながら説明する。
【００１６】
　まず，第１ゲートライン１１１にスキャン信号Ｓ１が印加されると，第１ゲートライン
１１１が駆動し，第１ゲートライン１１１に接続された画素Ｐ１１～Ｐ１ｎが駆動する。
【００１７】
　つまり，第１ゲートライン１１１に印加されるスキャン信号Ｓ１によって，第１ゲート
ライン１１１に接続された画素Ｐ１１～Ｐ１ｎのＲ，Ｇ，Ｂ単位画素ＰＲ１１～ＰＲ１ｎ
，ＰＧ１１～ＰＧ１ｎ，ＰＢ１１～ＰＢ１ｎのスイッチングトランジスタが駆動する。ス
イッチングトランジスタの駆動により，第１～ｎデータライン１２１～１２ｎを構成する
Ｒ，Ｇ，Ｂデータライン１２１Ｒ～１２ｎＲ，１２１Ｇ～１２ｎＧ，１２１Ｂ～１２ｎＢ
からＲ，Ｇ，Ｂデータ信号Ｄ（Ｓ１）ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ１～ＤＧｎ，ＤＢ１～ＤＢｎ
がＲ，Ｇ，Ｂ単位画素の駆動トランジスタのゲートに同時にそれぞれ入力される。
【００１８】
　Ｒ，Ｇ，Ｂ単位画素の駆動トランジスタは，Ｒ，Ｇ，Ｂデータライン１２１Ｒ～１２ｎ
Ｒ，１２１Ｇ～１２ｎＧ，１２１Ｂ～１２ｎＢにそれぞれ印加されるＲ，Ｇ，Ｂデータ信
号Ｄ（Ｓ１）ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ１～ＤＧｎ，ＤＢ１～ＤＢｎに対応する駆動電流をＲ
，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子に提供する。したがって，第１ゲートライン１１１に接続された画素
Ｐ１１～Ｐ１ｎのＲ，Ｇ，Ｂ単位画素ＰＲ１１～ＰＲ１ｎ，ＰＧ１１～ＰＧ１ｎ，ＰＢ１
１～ＰＢ１ｎを構成する各ＥＬ素子は，第１ゲートライン１１１にスキャン信号Ｓ１が印
加されると，同時に駆動する。
【００１９】
　これと同様に，第２ゲートライン１１２を駆動するためのスキャン信号Ｓ２が印加され
ると，第２ゲートライン１１２に接続された画素Ｐ２１～Ｐ２ｎのＲ，Ｇ，Ｂ単位画素Ｐ
Ｒ２１～ＰＲ２ｎ，ＰＧ２１～ＰＧ２ｎ，ＰＢ２１～ＰＢ２ｎには，第１～ｎデータライ
ン１２１～１２ｎを構成するＲ，Ｇ，Ｂデータライン１２１Ｒ～１２ｎＲ，１２１Ｇ～１
２ｎＧ，１２１Ｂ～１２ｎＢからデータ信号Ｄ（Ｓ２）ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ１～ＤＧｎ
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，ＤＢ１～ＤＢｎが印加される。
【００２０】
　この結果，第２ゲートライン１１２に接続された画素Ｐ２１～Ｐ２ｎのＲ，Ｇ，Ｂ単位
画素ＰＲ２１～ＰＲ２ｎ，ＰＧ２１～ＰＧ２ｎ，ＰＢ２１～ＰＢ２ｎを構成するＥＬ素子
が，データ信号Ｄ（Ｓ２）ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ１～ＤＧｎ，ＤＢ１～ＤＢｎに対応する
駆動電流によって同時に駆動する。
【００２１】
　このような動作を繰り返し，最終的にｍ番目のゲートライン１１ｍにスキャン信号Ｓｍ
が印加されると，Ｒ，Ｇ，Ｂデータライン１２１Ｒ～１２ｎＲ，１２１Ｇ～１２ｎＧ，１
２１Ｂ～１２ｎＢに印加されるＲ，Ｇ，Ｂデータ信号Ｄ（Ｓｍ）ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ１
～ＤＧｎ，ＤＢ１～ＤＢｎにより，ｍ番目のゲートライン１１ｍに接続された画素Ｐｍ１
～ＰｍｎのＲ，Ｇ，Ｂ単位画素ＰＲｍ１～ＰＲｍｎ，ＰＧｍ１～ＰＧｍｎ，ＰＢｍ１～Ｐ
Ｂｍｎを構成するＥＬ素子が同時に駆動する。
【００２２】
　したがって，第１ゲートライン１１１から第ｍゲートライン１１ｍにまで，順々にスキ
ャン信号Ｓ１～Ｓｍが印加されると，各ゲートライン１１１～１１ｍに接続された画素Ｐ
１１～Ｐ１ｎ，…，Ｐｍ１～Ｐｍｎが順に駆動し，第１フレーム１Ｆの間，画素を駆動し
て，画像が表示されるようになる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　しかし，上述したように，従来の有機電界発光表示装置は，各画素が三つのＲ，Ｇ，Ｂ
単位画素で構成されており，各Ｒ，Ｇ，Ｂ単位画素は，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子を駆動させ
るための駆動素子，すなわち，スイッチング薄膜トランジスタ，駆動薄膜トランジスタ，
及びキャパシタを備えている。さらに，従来の有機電界発光表示装置には，各Ｒ，Ｇ，Ｂ
単位画素に備えられた駆動素子に対してデータ信号と共通電源（ＥＬＶＤＤ）を提供する
ためのデータライン及び共通電源ラインが単位画素別に配列される。
【００２４】
　すなわち，従来の有機電界発光表示装置によれば，各画素に３本のデータラインと３本
の電源ラインが配置され，また，６個のトランジスタ（３個のスイッチング薄膜トランジ
スタと３個の駆動薄膜トランジスタ）と３個のキャパシタが要求されていた。しかも，各
画素が発光制御信号によってコントロールされる場合には，発光制御信号を提供するため
の別途の発光制御ラインが必要であるため，Ｒ，Ｇ，Ｂ単位画素毎に少なくとも４本の信
号ラインが要求される。このように，各画素に多数の配線と多数の素子が配列されると，
回路構成が複雑となり，欠陥も発生しやすくなる。また，収率（製造歩留まり）が低下す
るという問題点がある。しかも，回路構成が複雑化して，信号ラインの本数が増加した場
合や信号ラインが長くなった場合には，信号の伝送遅延（ＲＣディレイ）や信号の電流電
圧レベルの低下が起こり得る。
【００２５】
　また，近年では，表示装置が更に高精細化され，各画素の面積が減少している。このた
め，一つの画素に多くの回路要素を配列することは困難となっている。加えて，開口率が
減少するという問題点がある。
【００２６】
　そこで，本発明は，このような問題に鑑みてなされたもので，その目的は，高精細化に
適した表示装置のピクセル回路，表示装置，及びその駆動方法を提供することにある。
【００２７】
　本発明の他の目的は，開口率及び収率を向上させることができる表示装置のピクセル回
路，表示装置，及びその駆動方法を提供することにある。
【００２８】
　本発明のもう一つの他の目的は，ＲＣディレイ及び電圧降下を防ぐことができる表示装
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置のピクセル回路，表示装置，及びその駆動方法を提供することにある。
【００２９】
　本発明のまたもう一つの他の目的は，画素構成及び配線を単純化することができる表示
装置のピクセル回路，表示装置，及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００３４】
　また，上記課題を解決するために，本発明の第１の観点によれば，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素
子（赤色電界発光素子，緑色電界発光素子，青色電界発光素子）と，Ｒ，Ｇ，Ｂデータ信
号（赤色データ信号，緑色データ信号，青赤色データ信号）を順に伝達するための一つま
たはそれ以上のスイッチングトランジスタと，Ｒ，Ｇ，Ｂデータ信号によりＲ，Ｇ，Ｂ－
ＥＬ素子を順に駆動するための一つまたはそれ以上の駆動トランジスタと，Ｒ，Ｇ，Ｂデ
ータ信号を貯蔵するための貯蔵素子と，を備え，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子は駆動トランジス
タに共通連結され，２つの発光制御信号により駆動トランジスタから順に伝達されるＲ，
Ｇ，Ｂデータ信号に相応して順に発光する表示装置のピクセル回路が提供される。
　また，赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子は，一つ
のフレームを構成する複数のサブフレームそれぞれにおいて，順に駆動されてもよい。
　また，前記複数のサブフレームのうちいずれかのサブフレームでは，前記赤色電界発光
素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子のうちの少なくとも二つが駆動
されてもよい。
　また，前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子の各
発光時間を調節して，全体のホワイトバランスを調節してもよい。
　また，前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子の各
第１電極は，前記駆動トランジスタに共通接続され，前記赤色電界発光素子，前記緑色電
界発光素子，及び前記青色電界発光素子の第２電極は，接地されてもよい。
　また，前記赤色電界発光素子，前記緑色電界発光素子，及び前記青色電界発光素子は，
ストライプタイプまたはデルタタイプで配列されてもよい。
【００３５】
　また，上記課題を解決するために，本発明の第２の観点によれば，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素
子と，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子に共通連結されて，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子を駆動するための
駆動手段と，第１発光制御信号と第２発光制御信号によってＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子の駆動
を順に制御するための制御手段と，を有する有機電界発光表示装置のピクセル回路が提供
される。
　駆動手段は少なくともデータ信号をスイッチングするための一つ，またはそれ以上のス
イッチングトランジスタと，データ信号に相応する駆動電流をＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子とし
て提供するための一つ，またはそれ以上の駆動トランジスタと，データ信号を貯蔵するた
めのキャパシタと，を有する。
　駆動トランジスタとキャパシタには，共通の電源ラインを通じて同一な電源電圧を提供
するか，または個別の電源ラインを通じて同一な電源電圧を個別的に提供する。
【００３６】
　制御手段は，該当する第１発光制御信号と第２発光制御信号によって駆動トランジスタ
からＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子に駆動電流が提供されるのを制御して，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子
の発光を順に制御する第１制御手段，第２制御手段，及び第３制御手段で成り立つ。
　第１制御手段は，駆動手段と赤色電界発光素子（Ｒ－ＥＬ素子）との間に直列に接続さ
れ，第１発光制御信号と第２発光制御信号によってオン／オフ制御される少なくとも２つ
のトランジスタで構成されている。また，第２制御手段は，駆動手段と緑色電界発光素子
（Ｇ－ＥＬ素子）との間に直列に接続され，第１発光制御信号と第２発光制御信号によっ
てオン／オフ制御される少なくとも２つのトランジスタで構成されている。また，第３制
御手段は，駆動手段と青色電界発光素子（Ｂ－ＥＬ素子）との間に直列に接続され，第１
発光制御信号と第２発光制御信号によってオン／オフ制御される少なくとも２つのトラン
ジスタで構成されている。
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　制御手段に印加される第１発光制御信号と第２発光制御信号のアクティブオン時間を調
節して該当するＥＬ素子に駆動電流が印加される時間を調節し，全体のホワイトバランス
を調節する。
　また，赤色電界発光素子，緑色電界発光素子，及び青色電界発光素子は，ストライプタ
イプまたはデルタタイプで配列されてもよい。
【００３７】
　また，上記課題を解決するために，本発明の第４の観点によれば，ゲート（制御端）が
ゲートラインに連結され，ソース／ドレイン（第１電源端）がデータラインに連結された
第１薄膜トランジスタと，第１薄膜トランジスタのドレイン／ソース（第１電源端）にゲ
ート（制御端）が連結され，ソース／ドレイン（第１電源端）に電源ラインが連結された
第２薄膜トランジスタと，第２薄膜トランジスタのゲート（制御端）とソース／ドレイン
（第１電源端）に連結されたキャパシタと，第２薄膜トランジスタのドレイン／ソース（
第２電源端）にソース／ドレイン（第１電源端）が連結され，ゲート（制御端）に第１発
光制御信号が印加される第３薄膜トランジスタと，第３薄膜トランジスタのドレイン／ソ
ース（第２電源端）にドレイン／ソース（第１電源端）が連結され，ゲート（制御端）に
第２発光制御信号が印加される第４薄膜トランジスタと，第２薄膜トランジスタのドレイ
ン／ソース（第２電源端）にドレイン／ソース（第１電源端）が連結され，ゲート（制御
端）に第１発光制御信号が印加される第５薄膜トランジスタと，第５薄膜トランジスタの
ソース／ドレイン（第２電源端）にソース／ドレイン（第１電源端）が連結され，ゲート
（制御端）に第２発光制御信号が印加される第６薄膜トランジスタと，第２薄膜トランジ
スタのドレイン／ソース（第２電源端）にドレイン／ソース（第１電源端）が連結され，
ゲート（制御端）に第１発光制御信号が印加される第７薄膜トランジスタと，第７薄膜ト
ランジスタのソース／ドレイン（第２電源端）にドレイン／ソース（第１電源端）が連結
され，ゲート（制御端）に第２発光制御信号が印加される第８薄膜トランジスタと，第１
電極が第４トランジスタの第２電源端に接続され，第２電極が接地された赤色電界発光素
子と，第１電極が第６トランジスタの第２電源端に接続され，第２電極が接地された緑色
電界発光素子と，第１電極が第８トランジスタの第２電源端に接続され，第２電極が接地
された青色電界発光素子と，を有する有機電界発光表示装置のピクセル回路が提供される
。
【００４２】
　また，上記課題を解決するために，本発明の第９の観点によれば，多数のゲートライン
，多数のデータライン及び多数の電源ラインと，多数のゲートライン，データライン及び
電源ラインのうち，該当する一つのゲートライン，データライン及び電源ラインにそれぞ
れ連結される多数の画素を含め，各画素は，ゲートがゲートラインに連結され，ソースが
データラインに連結された第１薄膜トランジスタと，第１薄膜トランジスタのドレインに
ゲートが連結され，ソースに電源ラインが連結された第２薄膜トランジスタと，第２薄膜
トランジスタのゲートとソースに連結されたキャパシタと，第２薄膜トランジスタのドレ
インにソースが連結され，ゲートに第１発光制御信号が印加される第３薄膜トランジスタ
と，第３薄膜トランジスタのドレインにドレインが連結され，ゲートに第２発光制御信号
が印加される第４薄膜トランジスタと，第２薄膜トランジスタのドレインにドレインが連
結され，ゲートに第１発光制御信号が印加される第５薄膜トランジスタと，第５薄膜トラ
ンジスタのソースにソースが連結され，ゲートに第２発光制御信号が印加される第６薄膜
トランジスタと，第２薄膜トランジスタのドレインにドレインが連結され，ゲートに第１
発光制御信号が印加される第７薄膜トランジスタと，第７薄膜トランジスタのソースにド
レインが連結され，ゲートに第２発光制御信号が印加される第８薄膜トランジスタと，第
１電極が第４トランジスタの第２電源端に接続され，第２電極が接地された赤色電界発光
素子と，第１電極が第６トランジスタの第２電源端に接続され，第２電極が接地された緑
色電界発光素子と，第１電極が第８トランジスタの第２電源端に接続され，第２電極が接
地された青色電界発光素子と，を有する平板表示装置が提供される。
【発明の効果】
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【００４６】
　本発明によれば，表示画像の高精細化が可能となる。また，開口率及び収率を向上させ
るとともに，画素構成及び配線を単純化することができる。さらに，伝送信号のディレイ
及び電流電圧降下を防ぐことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４７】
　以下に添付図面を参照しながら，本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお，本明細書及び図面において，実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
，同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００４８】
　図４は，本発明の第１の実施の形態に係る有機電界発光表示装置５０の構成を示すブロ
ック図である。
【００４９】
　有機電界発光表示装置５０は，画素部５００，ゲートライン駆動回路５１０，データラ
イン駆動回路５２０，及び発光制御信号発生回路５９０を備える。ゲートライン駆動回路
５１０は，画素部５００のゲートラインに対して，スキャン信号Ｓ１～Ｓｍを一つのフレ
ームの間，順に供給する。データライン駆動回路５２０は，画素部５００のデータライン
に対して，Ｒ，Ｇ，Ｂデータ信号Ｄ１～Ｄｎを一つのフレームの間，スキャン信号が印加
されるごとに順に提供する。発光制御信号発生回路５９０は，画素部５００の発光制御ラ
イン５９１～５９ｍに対して，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子の発光を制御するための発光制御信
号ＥＣ＿１１，ＥＣ＿２１～ＥＣ＿１ｍ，ＥＣ＿２ｍを一つのフレームの間，スキャン信
号が印加されるごとに順に供給する。
【００５０】
　図５は，画素部５００の構成の一例を示したブロック図である。
【００５１】
　画素部５００は，ゲートライン駆動回路５１０からスキャン信号Ｓ１～Ｓｍがそれぞれ
提供される多数のゲートライン５１１～５１ｍと，データライン駆動回路５２０からデー
タ信号Ｄ１～Ｄｎがそれぞれ提供される多数のデータライン５２１～５２ｎと，発光制御
信号発生回路５９０から発光制御信号ＥＣ＿１１，ＥＣ＿２１～ＥＣ＿１ｍ，ＥＣ＿２ｍ
がそれぞれ提供される多数の発光制御ライン５９１～５９ｍと，電源（図示せず）から電
源電圧ＶＤＤ１～ＶＤＤｎが提供される多数の電源ライン５３１ａ，５３１ｂ～５３ｎａ
，５３ｎｂを備える。
【００５２】
　画素部５００は，多数のゲートライン５１１～５１ｍ，多数のデータライン５２１～５
２ｎ，多数の発光制御ライン５９１～５９ｍ，及び多数の電源ライン５３１ａ，５３１ｂ
～５３ｎａ，５３ｎｂに接続され，マトリクス形態に配列される多数の画素Ｐ１１～Ｐｍ
ｎをさらに含む。各画素Ｐ１１～Ｐｍｎは，多数のゲートライン５１１～５１ｍの中の対
応する一つのゲートラインに接続され，多数のデータライン５２１～５２ｎの中の対応す
る一つのデータラインに接続され，多数の発光制御ライン５９１～５９ｍの中の対応する
一つの発光制御ラインに接続され，多数の電源ライン５３１ａ，５３１ｂ～５３ｎａ，５
３ｎｂの中の対応する一つの電源ラインに接続されている。
【００５３】
　例えば，画素Ｐ１１は，多数のゲートライン５１１～５１ｍのうち，第１スキャン信号
Ｓ１を提供する第１ゲートライン５１１に接続され，多数のデータライン５２１～５２ｎ
のうち，第１データ信号Ｄ１を提供する第１データライン５２１に接続され，多数の発光
制御ライン５９１～５９ｍのうち，第１発光制御信号ＥＣ＿１１，第２発光制御信号ＥＣ
＿２１が伝送される発光制御ライン５９１に接続され，多数の電源ライン５３１ａ，５３
１ｂ～５３ｎａ，５３ｎｂのうち，第１電源ライン５３１ａ，５３１ｂに接続されている
。
【００５４】
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　したがって，それぞれの画素Ｐ１１～Ｐｍｎには，対応するスキャンラインを通じて対
応するスキャン信号が印加され，対応するデータラインを通じて対応するＲ，Ｇ，Ｂデー
タ信号が順に提供されるうえ，対応する発光制御ラインを通じて対応する発光制御信号が
順に提供され，対応する電源ラインを通じて対応する電源電圧が印加される。故に，各画
素は，対応するスキャン信号が印加されるごとに対応するＲ，Ｇ，Ｂデータ信号が順に印
加され，発光制御信号によりＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子が順に駆動されてＲ，Ｇ，Ｂデータ信
号に相応な光を順に出射する。この結果，一つのフレームの間，所定の色，つまり，画像
が表示されるようになる。
【００５５】
　図７は，本発明の第１の実施の形態に係る順次駆動方式の有機電界発光表示装置に備え
られた一つの画素に対応するピクセル回路を概念的に示したものである。図７は，多数の
画素のうち，代表的に一つの画素Ｐ１１の構成を示している。
【００５６】
　図７に示したように，画素Ｐ１１は，第１ゲートライン５１１，第１データライン５２
１，第１発光制御ライン５９１，及び第１共通電源ライン５３１に接続された能動素子５
７０と，能動素子５７０と接地ＶＳＳの間に並列接続されるＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１
＿Ｒ，ＥＬ１＿Ｇ，ＥＬ１＿Ｂを備える。三つのＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒ，ＥＬ
１＿Ｇ，ＥＬ１＿Ｂは，第１電極，例えばアノード電極が能動素子５７０にそれぞれ接続
され，第２電極，例えばカソード電極が接地電圧ＶＳＳに共通接続される。
【００５７】
　このような構成を有するピクセル回路は，三つのＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒ，Ｅ
Ｌ１＿Ｇ，ＥＬ１＿Ｂが一つ能動素子５７０を共有するため，１フレームの間に画素Ｐ１
１が所定の色を表示するためには，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒ，ＥＬ１＿Ｇ，ＥＬ
１＿Ｂが順に駆動しなければならない。そこで，一つのフレームを三つのサブフレームに
分割し，サブフレームごとにＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒ，ＥＬ１＿Ｇ，ＥＬ１＿Ｂ
を駆動させる。これによって，１フレームの間，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒ，ＥＬ
１＿Ｇ，ＥＬ１＿Ｂが時分割的に順に駆動し，画素Ｐ１１が所定の色を具現する。
【００５８】
　まず，第１サブフレームにおいて，ゲートライン５１１にスキャン信号Ｓ１が印加され
，データライン５２１にデータＤ１としてＲデータＤＲ１が印加されると，能動素子５７
０は，発光制御信号発生回路５９０が発光制御ライン５９１に出力する発光制御信号ＥＣ
＿１１，ＥＣ＿２１に応じてＲ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒを駆動させ，Ｒデータに相応なＲ色
（赤色）を発光する。
【００５９】
　次に，第２サブフレームにおいて，ゲートライン５１１にスキャン信号Ｓ１が印加され
，データライン５２１にデータＤ１としてＧデータＤＧ１が印加されると，能動素子５７
０は，発光制御信号発生回路５９０が発光制御ライン５９１に出力する発光制御信号ＥＣ
＿１１，ＥＣ＿２１に応じてＧ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｇを駆動させ，Ｇデータに相応なＧ色
（緑色）を発光する。
【００６０】
　最後に，第３サブフレームにおいて，ゲートライン５１１にスキャン信号Ｓ１が印加さ
れ，データライン５２１にデータＤ１としてＧデータＤＢ１が印加されると，能動素子５
７０は，発光制御信号発生回路５９０が発光制御ライン５９１に出力する発光制御信号Ｅ
Ｃ＿１１，ＥＣ＿２１に応じてＢ－ＥＬ素子ＥＬ＿Ｂを駆動させ，Ｂデータに相応なＢ色
（青色）を発光する。このように，１フレームの間にＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子が時分割的に
順に駆動される。そして，各画素が所定の色を発光して画像が表示されるようになる。
【００６１】
　本実施の形態では，１フレームを３サブフレームに分割し，各サブフレームにおいて，
Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子が順に駆動してＲ，Ｇ，Ｂ色を発光し，所定の色を具現する。この
他，色度，明るさ，または輝度等を調整するために，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子，またはＲ，
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Ｇ，Ｂ，Ｗ（Ｗｈｉｔｅ）－ＥＬ素子の発光順を任意的に変更する，または１フレームを
３サブフレーム以上に分割して他のサブフレームでＲ，Ｇ，Ｂ，Ｗ色のうち，少なくとも
一つをさらに発光させることもできる。例えば，１フレームを４サブフレームに分割して
，ＲＲＧＢ，ＲＧＧＢ，ＲＧＢＢ，ＲＧＢＷのように余分の１サブフレームの間にＲ，Ｇ
，Ｂ，またはＷのうち，一つの色をさらに発光させることもできる。そして，余分に発光
させる色は，多数のサブフレームのうち，適当なサブフレームにおいて発光される。この
とき，余分のサブフレームにおいてＲ，Ｇ，Ｂ，Ｗの色のうち，一つをさらに発光させる
ために，Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｗ－ＥＬ素子のうち，一つのＥＬ素子を駆動させるか，またはこれ
らの中で少なくとも二つのＥＬ素子を駆動させることもできる。
【００６２】
　また，本実施の形態では，１フレームを３サブフレームに分割し，各サブフレームおい
てＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子が順に駆動されるが，各ＥＬ素子の駆動方法についてはこれに限
定されない。例えば，１フレームを４以上のサブフレームに分割して，Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｗを
時分割的に順に駆動させる，またはＲ，Ｇ，Ｂ，Ｗのうち，少なくとも二つの色を各サブ
フレームにおいて時分割的に順に駆動させるようにしてもよい。
【００６３】
　図８は，本実施の形態に係る順次駆動方式の有機電界発光表示装置が備えるピクセル回
路の構成例を示したブロック図である。図１０は，図８のピクセル回路の具体例を示して
いる。図８及び図１０に示したピクセル回路は，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒ，ＥＬ
１＿Ｇ，ＥＬ１＿Ｂを１フレームの間に時分割的に順次駆動させる。
【００６４】
　図８及び図１０に示したように，画素Ｐ１１は，一つのゲートライン５１１，データラ
イン５２１，二つの発光制御ライン５９１ａ，５９１ｂ，及び電源供給ライン５３１，並
びに，各ラインを通じて入力される信号によって順に駆動される表示手段５６０を備える
。表示手段５６０は，光を自ら放出する発光素子で構成され，発光素子はＲ，Ｇ，Ｂの色
を発光するＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒ，ＥＬ１＿Ｇ，ＥＬ１＿Ｂを備える。
【００６５】
　また，画素Ｐ１１は，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒ，ＥＬ１＿Ｇ，ＥＬ１＿Ｂを時
分割的に順に駆動するための能動素子５７０をさらに備える（図７参照）。
【００６６】
　能動素子５７０は，駆動手段５４０と順次制御手段５５０を備えている。駆動手段５４
０は，スキャン信号Ｓ１が印加されるたびにＲ，Ｇ，Ｂデータ信号Ｄ１（ＤＲ１，ＤＧ１
，ＤＢ１）に対応する駆動電流を出力する。順次制御手段５５０は，発光制御信号ＥＣ＿
１１，ＥＣ＿２１に応じて，駆動手段５４０から出力された駆動電流を順に表示手段５６
０に備えられたＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒ，ＥＬ１＿Ｇ，ＥＬ１＿Ｂに供給する。
【００６７】
　図１０に示したように，駆動手段５４０は，ゲートにゲートライン５１１からスキャン
信号Ｓ１が提供され，ソースにデータライン５２１からＲ，Ｇ，Ｂデータ信号ＤＲ１，Ｄ
Ｇ１，ＤＢ１が順に提供されるスイッチングトランジスタＭ５１（第１トランジスタ）と
，スイッチングトランジスタＭ５１のドレインにゲートが接続され，ソースに電源電圧ラ
イン５３１から電源電圧ＶＤＤ１が提供され，ドレインが順次制御手段５５０に接続され
る駆動トランジスタＭ５２（第２トランジスタ），及び駆動トランジスタＭ５２のゲート
とソースの間に接続されたキャパシタＣ５１（貯蔵素子）で構成される。
【００６８】
　本実施の形態では，駆動手段５４０は，二つの薄膜トランジスタ（スイッチングトラン
ジスタと駆動トランジスタ）と，一つのキャパシタで構成されているが，表示手段５６０
を構成する発光素子を駆動することができるその他の回路構成を採用することが可能であ
る。また，表示手段５６０の発光素子を駆動する駆動特性を向上させることができるすべ
ての手段，例えばスレッショルド電圧補償手段等を追加することも好ましい。
【００６９】
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　また，駆動手段５４０は，Ｐチャネル型薄膜トランジスタのみで構成されているが，Ｎ
チャネル型薄膜トランジスタで構成してもよい。Ｎチャネル型薄膜トランジスタとＰチャ
ネル型薄膜トランジスタを混在させることも可能である。またさらに，各薄膜トランジス
タは，デプレションモード（ｄｅｐｌｅｔｉｏｎ　ｍｏｄｅ）であってもよいし，エンハ
ンスメントモード（ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　ｍｏｄｅ）であってもよい。また，駆動手
段５４０を薄膜トランジスタで構成する代わりに，薄膜ダイオード（ＴＦＤ：Ｔｈｉｎ　
Ｆｉｌｍ　Ｄｉｏｄｅ），ダイオード，ＴＲＳ（Ｔｒｉｏｄｉｃ　Ｒｅｃｔｉｆｉｅｒ　
Ｓｗｉｔｃｈ：３整流スイッチ）のような各種スイッチング素子を使用することができる
。
【００７０】
　順次制御手段５５０は，駆動手段５４０と表示手段５６０の間に接続されており，発光
制御信号発生回路５９０から発光制御ライン５９１ａ，５９１ｂを通じて提供される第１
発光制御信号ＥＣ＿１１及び第２発光制御信号ＥＣ＿２１に応じて，表示手段５６０のＲ
，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒ，ＥＬ１＿Ｇ，ＥＬ１＿Ｂを順に駆動する。
【００７１】
　図１０に示したように，順次制御手段５５０は，駆動手段５４０に属する駆動トランジ
スタＭ５２のドレインとＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒ，ＥＬ１＿Ｇ，ＥＬ１＿Ｂのア
ノードとの間に接続されており，発光制御信号ＥＣ＿１１，ＥＣ＿２１応じてＲ，Ｇ，Ｂ
－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒ，ＥＬ１＿Ｇ，ＥＬ１＿Ｂの駆動を順に制御する第１制御手段，第
２制御手段，及び３制御手段を備える。
【００７２】
　本実施の形態では，順次制御手段５５０が二つの発光制御制御信号ＥＣ＿１１，ＥＣ＿
２１だけを利用してＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒ，ＥＬ１＿Ｇ，ＥＬ１＿Ｂを順に制
御する。
【００７３】
　すなわち，第１制御手段は，Ｐチャネル型のトランジスタ（ＦＥＴ：Ｆｉｅｌｄ－Ｅｆ
ｆｅｃｔ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）Ｍ５５＿Ｒ１（第３トランジスタ）とＮチャネル型の
トランジスタＭ５５＿Ｒ２（第４トランジスタ）から構成されている。トランジスタＭ５
５＿Ｒ１は，第１発光制御信号ＥＣ＿１１によってオン／オフ制御され，駆動トランジス
タＭ５２を通じて入力されるＲデータ信号をトランジスタＭ５５＿Ｒ２に与える。トラン
ジスタＭ５５＿Ｒ２は，第２発光制御信号ＥＣ＿２１によってオン／オフ制御され，トラ
ンジスタＭ５５＿Ｒ１を介して入力されるＲデータ信号をＲ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒに与え
て，Ｒ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒを駆動する。具体的には，トランジスタＭ５５＿Ｒ１のゲー
トは第１発光制御信号ＥＣ＿１１の伝送ラインに接続されており，トランジスタＭ５５＿
Ｒ２のゲートは第２発光制御信号ＥＣ＿２１が接続されており，トランジスタＭ５５＿Ｒ
１のソースは駆動トランジスタＭ５２のドレインに接続されており，トランジスタＭ５５
＿Ｒ２のドレインはトランジスタＭ５５＿Ｒ１のドレインに接続されており，トランジス
タＭ５５＿Ｒ２のソースはＲ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒのアノードに接続されている。
【００７４】
　第２制御手段は，Ｎチャネル型のトランジスタＭ５５＿Ｇ１（第５トランジスタ）とＰ
チャネル型のトランジスタＭ５５＿Ｇ２（第６トランジスタ）から構成されている。トラ
ンジスタＭ５５＿Ｇ１は，第１発光制御信号ＥＣ＿１１によってオン／オフ制御され，駆
動トランジスタＭ５２を通じて入力されるＧデータ信号をトランジスタＭ５５＿Ｇ２に与
える。トランジスタＭ５５＿Ｇ２は，第２発光制御信号ＥＣ＿２１によってオン／オフ制
御され，トランジスタＭ５５＿Ｇ１を介して入力されるＧデータ信号をＧ－ＥＬ素子ＥＬ
１＿Ｇに与えて，Ｇ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒを駆動する。具体的には，トランジスタＭ５５
＿Ｇ１のゲートは第１発光制御信号ＥＣ＿１１の伝送ラインに接続されており，トランジ
スタＭ５５＿Ｇ２のゲートは第２発光制御信号ＥＣ＿２１が接続されており，トランジス
タＭ５５＿Ｇ１のドレインは駆動トランジスタＭ５２のドレインに接続されており，トラ
ンジスタＭ５５＿Ｇ２のソースはトランジスタＭ５５＿Ｇ１のソースに接続されており，



(14) JP 4209832 B2 2009.1.14

10

20

30

40

50

トランジスタＭ５５＿Ｇ２のドレインはＧ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｇのアノードに接続されて
いる。
【００７５】
　第３制御手段は，Ｎチャネル型のトランジスタＭ５５＿Ｂ１（第７トランジスタ）とＮ
チャネル型のトランジスタＭ５５＿Ｂ２（第８トランジスタ）から構成されている。トラ
ンジスタＭ５５＿Ｂ１は，第１発光制御信号ＥＣ＿１１によってオン／オフ制御され，駆
動トランジスタＭ５２を通じて入力されるＢデータ信号をトランジスタＭ５５＿Ｂ２に与
える。トランジスタＭ５５＿Ｂ２は，第２発光制御信号ＥＣ＿２１によってオン／オフ制
御され，トランジスタＭ５５＿Ｂ１を介して入力されるＢデータ信号をＢ－ＥＬ素子ＥＬ
１＿Ｂに与えて，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｂを駆動する。具体的には，トランジスタＭ５５
＿Ｂ１のゲートは第１発光制御信号ＥＣ＿１１の伝送ラインに接続されており，トランジ
スタＭ５５＿Ｂ２のゲートは第２発光制御信号ＥＣ＿２１が接続されており，トランジス
タＭ５５＿Ｂ１のドレインは駆動トランジスタＭ５２のドレインに接続されており，トラ
ンジスタＭ５５＿Ｂ２のドレインはトランジスタＭ５５＿Ｂ１のソースに接続されており
，トランジスタＭ５５＿Ｂ２のソースはＢ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｂのアノードに接続されて
いる。
【００７６】
　順次制御手段５５０は，Ｐチャネル型薄膜トランジスタとＮチャネル型薄膜トランジス
タの組み合わせで構成されているが，Ｐチャネル型薄膜トランジスタのみ，または，Ｎチ
ャネル型薄膜トランジスタのみで構成してもよい。Ｎチャネル型薄膜トランジスタとＰチ
ャネル型薄膜トランジスタを異なる組み合わせとすることも可能である。また，各薄膜ト
ランジスタは，デプレションモードであってもよいし，エンハンスメントモードであって
もよい。また，順次制御手段５５０を薄膜トランジスタで構成する代わりに，薄膜ダイオ
ード，ダイオード，ＴＲＳのような各種スイッチング素子を使用することがでる。そして
，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子を順に駆動する多様な形態でこれらのスイッチング素子が回路構
成される。
【００７７】
　本実施の形態では，一つの能動素子によって順次駆動される発光素子としてＲ，Ｇ，Ｂ
－ＥＬ素子が採用されているが，この他，ＦＥＤ（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉ
ｓｐｌａｙ），ＰＤＰ（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）のような発光素子
を採用することも可能である。
【００７８】
　本実施の形態に係る有機電界発光表示装置のピクセル回路の順次駆動方式を説明すると
次のようである。
【００７９】
　従来は，図３に示したように，多数のゲートラインに対して，ゲートライン駆動回路１
１０から一つのスキャン信号Ｓ１～Ｓｍがそれぞれ順に印加される。そして，１フレーム
の間にｍ個のスキャン信号が印加され，各スキャン信号Ｓ１～Ｓｍが印加されるたびにデ
ータライン駆動回路１２０からＲ，Ｇ，Ｂ，データ信号ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ１～ＤＧｎ
，ＤＢ１～ＤＢｎが同時にＲ，Ｇ，Ｂデータラインに印加される。これによって画素が駆
動する。
【００８０】
　これに対して，本実施の形態によれば，１フレームが３サブフレームに分割され，各サ
ブフレームにおいて，各ゲートラインにゲートライン駆動回路５１０からスキャン信号が
それぞれ印加される。このため，１フレームの間に，３ｍ個のスキャン信号が印加される
。第１画素については，まず，第１サブフレームにおいて，第１ゲートライン５１１にス
キャン信号Ｓ１が印加され，スイッチングトランジスタＭ５１がターンオンしてデータラ
イン５２１からＲデータ信号ＤＲ１が駆動トランジスタＭ５２に提供される。このとき，
順次制御手段５５０において，論理的低レベル（以下，「Ｌレベル」という）の第１発光
制御信号ＥＣ＿１１と論理的高レベル（以下，「Ｈレベル」という）の第２発光制御信号
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ＥＣ＿２１に応じて第１制御手段であるトランジスタＭ５５＿Ｒ１とトランジスタＭ５５
＿Ｒ２がターンオンしているため，Ｒデータ信号ＤＲ１がＲ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒに供給
され，Ｒ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒが駆動する。
【００８１】
　次に，第２サブフレームにおいて，第１ゲートライン５１１にスキャン信号Ｓ１が印加
され，データライン５２１からＧデータ信号ＤＧ１が駆動トランジスタＭ５２に提供さる
。このとき，順次制御手段５５０において，Ｈレベルの第２発光制御信号ＥＣ＿１１とＬ
レベルの第２発光制御信号ＥＣ＿２１に応じて第２制御手段であるトランジスタＭ５５＿
Ｇ１とトランジスタＭ５５＿Ｇ２がターンオンしているため，Ｇデータ信号ＤＧ１がＧ－
ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｇに供給され，Ｇ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｇが駆動する。
【００８２】
　最後に，第３サブフレームにおいて，第１ゲートライン５１１にスキャン信号Ｓ１が印
加され，データライン５２１からＢデータ信号ＤＢ１が駆動トランジスタＭ５２に提供さ
れる。このとき，順次制御手段５５０において，Ｈレベルの第３発光制御信号ＥＣ＿１１
とＨレベルの第２発光制御信号ＥＣ＿２１に応じて第３制御手段であるトランジスタＭ５
５＿Ｂ１とトランジスタＭ５５＿Ｂ２がターンオンしているため，Ｂデータ信号ＤＢ１が
Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｂに供給され，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｂが駆動する。
【００８３】
　このように，１フレームを構成する各サブフレームにおいて，スキャン信号Ｓ１＿Ｓｍ
が印加されると，その度に各データラインにＲデータ信号ＤＲ１～ＤＲｎ，Ｇデータ信号
ＤＧ１～ＤＧｎ，Ｂデータ信号ＤＢ１～ＤＢｎが順に印加される。，この結果，画素Ｐ１
１～ＰｍｎのＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ＿Ｒ，ＥＬ＿Ｇ，ＥＬ＿Ｂが時分割的に順次駆動
する。
【００８４】
　このように，本実施の形態に係るピクセル回路は，画素Ｐ１１～Ｐｍｎそれぞれに属す
るＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子ＥＬ１＿Ｒ，ＥＬ１＿Ｇ，ＥＬ１＿Ｂは，能動素子５７０を共有
することになる。したがって，各画素Ｐ１１～Ｐｍｎにおいて，一つのゲートライン，一
つのデータライン，そして，一つの電源供給ラインだけが必要となり，回路構成の単純化
が実現する。また，二つの発光制御ラインだけが必要となるため，ピクセル回路の配線が
さらに単純化され，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子の発光をさらに簡単に制御できる。
【００８５】
　図６は，本発明の第１の実施の形態に係る有機電界発光表示装置が備える画素部の他の
例を示したブロック図である。図９は，図６に示した順次駆動方式の有機電界発光表示装
置のピクセル回路の，また他のブロック構成を示したものであり，図１１は，図９のピク
セル回路の詳細回路の例を示したものである。図６，図９，及び図１１に示すピクセル回
路は，図５，図８，及び図１０のピクセル回路に類似している。相違点としては，図６，
図９，及び図１１に示したピクセル回路では，駆動手段５４０のキャパシタＣ５１と駆動
トランジスタＭ５２のソースに対して，同じ電源ライン５３１を通じて同じ電源電圧ＶＤ
Ｄ１が提供されたが，図５，図８，及び図１０に示したピクセル回路には，個別の電源ラ
インが備えられており，キャパシタＣ５１には電源ライン５３１ｂを通じて電源電圧ＶＤ
Ｄ１ｂが提供され，駆動トランジスタＭ５２のソースには電源ライン５３１ａを通じて電
源電圧ＶＤＤ１ａが提供される。このように，キャパシタＣ５１に供給される電源ライン
と駆動トランジスタに供給される電源ラインを分離することによって，キャパシタＣ５１
にデータ信号をより安定的に貯蔵できるようになる。
【００８６】
　次に，前述したような構成を有する本発明の第１の実施の形態に係る有機電界発光表示
装置を時分割的に順次駆動する方法について，図１２の駆動波形図を参照しながら詳しく
説明する。
【００８７】
　まず，第１フレーム１Ｆの第１サブフレーム１ＳＦ＿Ｒにおいて，ゲートライン駆動回
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路５１０から第１ゲートライン５１１にスキャン信号Ｓ１（Ｒ）が印加されると，第１ゲ
ートライン５１１が活性化し，データライン駆動回路５２０からデータ信号Ｄ１～Ｄｎと
してＲデータ信号ＤＲ１～ＤＲｎが第１ゲートライン５１１に接続された画素Ｐ１１～Ｐ
１ｎの駆動トランジスタＭ５２のゲートに提供される。このとき，発光制御信号発生回路
５９０から発光制御ライン５９１ａ，５９１ｂを通って，第１ゲートライン５１１に接続
された画素Ｐ１１～Ｐ１ｎのＲ－ＥＬ素子ＥＬ＿Ｒを制御するためのＬレベルの第１発光
制御信号ＥＣ＿１１とＨレベルの第２発光制御信号ＥＣ＿２１が順次制御手段５５０に印
加され，トランジスタＭ５５＿Ｒ１とトランジスタＭ５５＿Ｒ２がターンオンする。これ
によって，Ｒデータ信号ＤＲ１～ＤＲｎに応じた駆動電流がＲ－ＥＬ素子に提供され，Ｒ
－ＥＬ素子が駆動する。
【００８８】
　続いて，第１フレーム１Ｆの第２サブフレーム１ＳＦ＿Ｇにおいて，第１ゲートライン
５１１に二つ目のスキャン信号Ｓ１（Ｇ）が印加されると，データライン５２１～５２ｎ
に流れるＧデータ信号ＤＧ１～ＤＧｎが駆動トランジスタＭ５２のゲートに提供される。
このとき，発光制御信号発生回路５９０から発光制御ライン５９１ａ，５９１ｂを通って
，第１ゲートライン５１１に接続された画素Ｐ１１～Ｐ１ｎのＧ－ＥＬ素子ＥＬ＿Ｇを制
御するためのＨレベルの第１発光制御信号ＥＣ＿１１とＬレベルの第２発光制御信号ＥＣ
＿２１が順次制御手段５５０に印加され，トランジスタＭ５５＿Ｇ１とトランジスタＭ５
５＿Ｇ２がターンオンする。これによって，Ｇデータ信号ＤＧ１～ＤＧｎに応じた駆動電
流がＧ－ＥＬ素子に提供され，Ｇ－ＥＬ素子が駆動する。
【００８９】
　そして，第１フレーム１Ｆの第３サブフレーム１ＳＦ＿Ｂにおいて，第１ゲートライン
５１１に三つ目のスキャン信号Ｓ１（Ｂ）が印加されると，データライン５２１～５２ｎ
に流れるＢデータ信号ＤＢ１～ＤＢｎが駆動トランジスタＭ５２のゲートに提供される。
このとき，発光制御信号発生回路５９０から発光制御ライン５９１ａ，５９１ｂを通って
，第１ゲートライン５１１に接続された画素Ｐ１１～Ｐ１ｎのＢ－ＥＬ素子ＥＬ＿Ｂを制
御するためのＨレベルの第１発光制御信号ＥＣ＿１１とＨＬレベルの第２発光制御信号Ｅ
Ｃ＿２１が順次制御手段５５０に印加され，トランジスタＭ５５＿Ｂ１とトランジスタＭ
５５＿Ｂ２がターンオンする。これによって，Ｂデータ信号ＤＢ１～ＤＢｎに応じた駆動
電流がＢ－ＥＬ素子に提供され，Ｂ－ＥＬ素子が駆動する。
【００９０】
　同様に，第１フレーム１Ｆの各サブフレームにおいて，第２ゲートライン５１２にスキ
ャン信号Ｓ２が印加されると，前述のようにデータライン５２１～５２ｎにＲ，Ｇ，Ｂデ
ータ信号ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ１～ＤＧｎ，ＤＢ１～ＤＢｎが順次印加される。また，発
光制御信号発生回路５９０から発光制御ライン５９１ａ，５９１ｂを通って，第２ゲート
ライン５１２に接続された画素Ｐ２１～Ｐ２ｎのＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子を制御するための
第１発光制御信号ＥＣ＿１２，第２発光制御信号ＥＣ＿２２が順次制御手段５５０に順次
入力される。これによって，トランジスタＭ５５＿Ｒ１とトランジスタＭ５５＿Ｒ２，ト
ランジスタＭ５５＿Ｇ１とトランジスタＭ５５＿Ｇ２，トランジスタＭ５５＿Ｂ１とトラ
ンジスタＭ５５＿Ｂ２が順次ターンオンし，Ｒ，Ｇ，Ｂデータ信号ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ
１～ＤＧｎ，ＤＢ１～ＤＢｎに応じた駆動電流がＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子に順次提供され，
Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子が駆動する。
【００９１】
　このような動作は，第１フレーム１Ｆの各サブフレームにおいて，第ｍゲートライン５
１ｍまで繰り返し行われる。第ｍゲートライン５１ｍにスキャン信号Ｓｍが印加されると
，データライン５２１～５２ｎにＲ，Ｇ，Ｂデータ信号ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ１～ＤＧｎ
，ＤＢ１～ＤＢｎが順次印加される。また，発光制御信号発生回路５９０から発光制御ラ
イン５９ｍａ，５９ｍｂを通って，第ｍゲートライン５１ｍに接続された画素Ｐｍ１～Ｐ
ｍｎのＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子を制御するための第１発光制御信号ＥＣ＿１ｍ，第２発光制
御信号ＥＣ＿２ｍが順次制御手段５５０に順次入力される。これによって，トランジスタ
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Ｍ５５＿Ｒ１とトランジスタＭ５５＿Ｒ２，トランジスタＭ５５＿Ｇ１とトランジスタＭ
５５＿Ｇ２，トランジスタＭ５５＿Ｂ１とトランジスタＭ５５＿Ｂ２が順次ターンオンし
，Ｒ，Ｇ，Ｂデータ信号ＤＲ１～ＤＲｎ，ＤＧ１～ＤＧｎ，ＤＢ１～ＤＢｎに応じた駆動
電流がＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子に順次提供され，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子が駆動する。
【００９２】
　以上のように，本実施の形態にかかる有機電界発光表示装置の駆動方法によれば，１つ
のフレームは３つのサブフレームに分割され，各サブフレームにおいて，Ｒ，Ｇ，Ｂ－Ｅ
Ｌ素子を順次駆動させることによって画素が表示されるようになる。このとき，Ｒ，Ｇ，
Ｂ－ＥＬ素子は順に駆動されるが，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子の順次駆動サイクルを短く調整
すれば，人間の目にはＲ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子があたかも同時に駆動されているように認識
される。つまり，各画素はちらつくことなく正常に画像表示される。
【００９３】
　また，本発明の第１の実施の形態に係る有機電界発光表示装置によれば，Ｒ，Ｇ，Ｂ－
ＥＬ素子の発光時間を調節してホワイトバランスを調節できる。Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子の
発光時間を調節するためには，図１０及び図１１の順次制御手段５５０のトランジスタＭ
５５＿Ｒ１とトランジスタＭ５５＿Ｒ２，トランジスタＭ５５＿Ｇ１とトランジスタＭ５
５＿Ｇ２，トランジスタＭ５５＿Ｂ１とトランジスタＭ５５＿Ｂ２の各ターンオン時間を
調節すればよい。
【００９４】
　具体的には，図１３に示したように，各サブフレームにおいて，発光制御信号発生手段
５９０が出力する第１発光制御信号ＥＣ＿１１と第２発光制御信号ＥＣ＿２１の論理レベ
ルの組み合わせの時間を調節する。この時間に応じて順次制御手段５５０のトランジスタ
Ｍ５５＿Ｒ１とトランジスタＭ５５＿Ｒ２，トランジスタＭ５５＿Ｇ１とトランジスタＭ
５５＿Ｇ２，トランジスタＭ５５＿Ｂ１とトランジスタＭ５５＿Ｂ２のターンオン時間ｔ
ｒ，ｔｇ，ｔｂが決定される。
【００９５】
　本実施の形態では，二つの発光制御信号，すなわち第１発光制御信号ＥＣ＿１１と第２
発光制御信号ＥＣ＿２１によって，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子の順次発光が制御される。例え
ば図１３に示したように，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子のうち，Ｒ－ＥＬ素子のターンオン時間
ｔｒ（発光時間）とＧ－ＥＬ素子のターンオン時間ｔｇ（発光時間）を定常状態から変更
することによってホワイトバランスを調節することが可能となる。このように，Ｒ－ＥＬ
素子のターンオン時間ｔｒ，Ｇ－ＥＬ素子のターンオン時間ｔｇ，及びＢ－ＥＬ素子のタ
ーンオン時間ｔｂを適宜調節すれば，最適なホワイトバランスを得ることができる。
【００９６】
　本実施の形態によれば，前述したようにＲ，Ｇ，Ｂ発光時間を調整してホワイトバラン
スを調整するだけでなく，図１３のように，Ｒ，Ｇ，Ｂ発光時間を１次に調整してホワイ
トバランスを調整した上で，明るさを最適化するために，Ｒ，Ｇ，Ｂ発光時間をさらに調
整するようにしてもよい。
【００９７】
　以上のように，本発明の第１の実施の形態によれば，Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子が駆動薄膜
トランジスタとスイッチング薄膜トランジスタを共有して時分割的に駆動するため，高精
細化が可能であり，素子数及び配線数を減少させ開口率及び収率を向上することができる
。また，本実施の形態は，順次駆動方式を採用しているため，ＲＣディレイ及び電圧降下
（ＩＲｄｒｏｐ）を防止することも可能となる。
【００９８】
　しかも，本実施の形態によれば，各Ｒ，Ｇ，Ｂ－ＥＬ素子は，２つの発光制御信号によ
って駆動制御される。このため，回路構成の一層の簡素化が実現する。
【００９９】
（第２の実施の形態）
　図１４は，本発明の第２の実施の形態に係る有機電界発光表示装置の構成を示すブロッ



(18) JP 4209832 B2 2009.1.14

10

20

30

40

50

ク図である。図１４に示した第２の実施の形態に係る有機電界発光表示装置は，図４に示
した第１の実施の形態に係る有機電界発光表示装置に対して，ゲートライン駆動回路５１
０が二つのゲートライン駆動回路５１０ａ，５１０ｂに置き換えられ，発光制御信号発生
回路５９０が二つの発光制御信号発生回路５９０ａ，５９０ｂに置き換えられた構成を有
する。
【０１００】
　すなわち，本実施の形態にかかる有機電界発光表示装置は，多数のゲートライン５１１
～５１ｎのうち，第１ゲートライン駆動回路５１０ａから一のゲートライン群にスキャン
信号が提供され，第２ゲートライン駆動回路５１０ｂから他のゲートライン群にスキャン
信号が提供されるように構成されている。このとき，ゲートライン５１１～５１ｎのうち
，上段にレイアウトされているゲートラインには第１ゲートライン駆動回路５１０ａから
スキャン信号Ｓ１～Ｓｋ－１（１＜ｋ＜ｍ）が印加され，下段にレイアウトされているゲ
ートラインには第２ゲートライン駆動回路５１０ｂからスキャン信号Ｓｋ～Ｓｍが順に印
加されるように構成することが可能である。また，偶数番目にレイアウトされているゲー
トラインには第１ゲートライン駆動回路５１０ａからスキャン信号が印加され，奇数番目
にレイアウトされているゲートラインには第２ゲートライン駆動回路５１０ｂからスキャ
ン信号が印加されるように構成することも好ましい。これによって，画素部に配列される
ゲートラインの密度を減少させることができる。また，第１ゲートライン駆動回路５１０
ａ及び第２ゲートライン駆動回路５１０ｂから同時にゲートラインにスキャン信号を供給
することによって信号の伝送遅延を防止することが可能となる。さらに，第１ゲートライ
ン駆動回路５１０ａと第２ゲートライン駆動回路５１０ｂを備えることによって，冗長性
を高めることも可能となる。すなわち，第１ゲートライン駆動回路５１０ａと第２ゲート
ライン駆動回路５１０ｂのうち一方が故障しても他方によって冗長救済することができる
。
【０１０１】
　また，本実施の形態にかかる有機電界発光表示装置は，多数の発光制御ライン５９１～
５９ｎのうち，第１発光制御信号発生回路５９０ａから一の発光制御ライン群に発光制御
信号が提供され，第２発光制御信号発生回路５９０ｂから他の発光制御ライン群に発光制
御信号が提供されるように構成されている。このとき，発光制御信号ライン５９１～５９
ｎのうち，上段にレイアウトされている発光制御ラインには第１発光制御信号発生回路５
９０ａから発光制御信号が印加され，下段にレイアウトされている発光制御ラインには第
２発光制御信号発生回路５９０ｂから発光制御信号が順に印加されるように構成すること
が可能である。また，偶数番目にレイアウトされている発光制御ラインには第１発光制御
信号発生回路５９０ａから発光制御信号が印加され，奇数番目にレイアウトされている発
光制御ラインには第２発光制御信号発生回路５９０ｂから発光制御信号が印加されるよう
に構成することも好ましい。これによって，画素部に配列される発光制御ラインの密度を
減少させることができる。また，第１発光制御信号発生回路５９０ａ及び第２発光制御信
号発生回路５９０ｂから同時に発光制御ラインに発光制御信号を供給することによって信
号の伝送遅延を防止することが可能となる。さらに，第１発光制御信号発生回路５９０ａ
と第２発光制御信号発生回路５９０ｂを備えることによって，冗長性を高めることも可能
となる。すなわち，第１発光制御信号発生回路５９０ａと第２発光制御信号発生回路５９
０ｂのうち一方が故障しても他方によって冗長救済することができる。
【０１０２】
（第３の実施の形態）
　図１５は，本発明の第３の実施の形態に係る有機電界発光表示装置の構成を示すブロッ
ク図である。図１５に示した第３の実施の形態に係る有機電界発光表示装置は，図１４に
示した第２の実施の形態に係る有機電界発光表示装置に対して，二つのゲートライン駆動
回路５１０ａ，５１０ｂと二つの発光制御信号発生回路５９０ａ，５９０ｂのレイアウト
位置が相違している。このように，ゲートライン駆動回路や発光制御信号発生回路を２以
上に分割することによって，基板上のレイアウト位置の自由度が高まる。これは，有機電
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界発光表示装置の小型化にも有利である。
【０１０３】
　なお，本発明の第２の実施の形態及び第３の実施の形態では，ゲートライン駆動回路と
発光制御信号発生回路が二つ（またはそれ以上）に分割され，各回路が多段に配列されて
いるが，データライン駆動回路を複数備えて各データライン駆動回路を多段に配列するこ
ともできる。
【０１０４】
　以上，添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが，本発明は
係る例に限定されない。当業者であれば，特許請求の範囲に記載された範疇内において，
各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり，それらについても当然に本
発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【産業上の利用可能性】
【０１０５】
　本発明は，ＥＬ表示装置，ＦＥＤ（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）
，ＰＤＰ（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）のような発光素子を採用する表
示装置に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１０６】
【図１】一般的な有機電界発光表示装置を示す構成図である。
【図２】図１の有機電界発光表示装置のピクセル回路を示す構成図である。
【図３】図１の有機電界発光表示装置の動作波形図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態に係る有機電界発光表示装置を示すブロック構成図で
ある。
【図５】図４の有機電界発光表示装置の画素部の構成例を示す図である。
【図６】図４の有機電界発光表示装置の画素部の他の構成例を示す図である。
【図７】同実施の形態に係る有機電界発光表示装置のピクセル回路を示す概略図である。
【図８】図５の有機電界発光表示装置のピクセル回路を示すブロック構成図である。
【図９】図６の有機電界発光表示装置のピクセル回路を示すブロック構成図である。
【図１０】図８の有機電界発光表示装置のピクセル回路を示す詳細回路図である。
【図１１】図９の有機電界発光表示装置のピクセル回路を示す詳細回路図である。
【図１２】同実施の形態に係る有機電界発光表示装置のピクセル回路の駆動波形を示す図
である。
【図１３】同実施の形態に係る有機電界発光表示装置におけるホワイトバランスの具現例
を説明するための駆動波形を示す図である。
【図１４】本発明の第２の実施の形態に係る有機電界発光表示装置のブロック構成図であ
る。
【図１５】本発明の第３の実施の形態に係る有機電界発光表示装置のブロック構成図であ
る。
【符号の説明】
【０１０７】
　５００：画素部
　５１０，５１０ａ，５１０ｂ：ゲートライン駆動回路
　５１１～５１ｍ：ゲートライン
　５２０：データライン駆動回路
　５２１～５２ｎ：データライン
　５３１～５３ｎ：電源ライン
　５４０：駆動手段
　５５０：順次制御手段
　５７０：能動素子
　５９０，５９０ａ，５９０ｂ：発光制御信号発生回路
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　Ｐ１１～Ｐｍｎ：画素
　ＥＣ＿１１：第１発光制御信号
　ＥＣ＿２１：第２発光制御信号
　ＥＬ１＿Ｒ：Ｒ－ＥＬ素子
　ＥＬ１＿Ｇ：Ｇ－ＥＬ素子
　ＥＬ１＿Ｂ：Ｂ－ＥＬ素子

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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